
市
報
（
平
成
14
年
・
２
０
０
２
年
５
月
25
日
）

ク
ロ
ア
チ
ア
色
に
彩
ら
れ
た
街
に

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
ク
ロ
ア

チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
地
の
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
ク
ロ
ア
チ

ア
国
旗
や
の
ぼ
り
旗
、
垂
れ
幕
な
ど
が
無
数
に
立
ち

並
び
、
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
で
す
。

地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
越
後
妻
有
│
│
│
２
・
３

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
名
称
募
集
│
│
│
│
│
│
│
│
４
・
５

水
道
週
間
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
６
・
７

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
８

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
│
│
│
│
│
│
│
９

が
ん
ば
れ
！
ク
ロ
ア
チ
ア
！
│
│
│
│
│
│
│
│
10
〜
12

<866



午
前
10
時
か
ら
は
中
里
村
の
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
前
の
ほ
場
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
円
宮
殿
下
を
は
じ
め
、
大
使
館

関
係
者
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
地
元
小

学
生
、
主
催
者
の
平
山
知
事
や
滝
沢
市
長

な
ど
約
１
、
５
０
０
人
の
参
加
者
は
、
思

い
思
い
の
服
装
で
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
苗
を
植
え
ま
し
た
。
１
時
間
あ
ま
り

で
１
©
の
田
植
え
は
終
了
し
ま
し
た
。

川
西
町
の
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
、
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

最
後
を
か
ざ
る
昼
食
交
流
会
で
は
、
餅
つ

き
や
野
点
な
ど
伝
統
の
日
本
文
化
も
披
露

さ
れ
、
お
お
ぜ
い
が
楽
し
み
ま
し
た
。

地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
球

環
境
平
和
財
団
と
２
０
０
２
地
球
環
境
米

米
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
越
後
妻
有
実
行
委
員
会

が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
提

唱
者
の
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
を
お
迎
え

し
、
66
か
国
・
約
１
５
０
人
の
大
使
館
関

係
者
が
当
圏
域
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
参
加
し
ま
し
た
。

大
使
館
関
係
者
は
午
前
中
、
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
「
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
で

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
式
を
行
い
、

い
っ
し
ょ
に
昼
食
を
と
り
な
が
ら
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
ク
ロ
ス
10
で
開
会
式
が
行
わ

れ
、
大
使
館
関
係
者
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
な
ど
５
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
円
宮
殿
下
か
ら
は
、
「
第
４
回
の
地

球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
新
潟
県
の
妻

有
地
方
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い

ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
外
交
官
の
方
々

に
日
本
で
最
も
基
本
的
な
文
化
の
根
幹
で

あ
る
稲
作
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
日
本

と
日
本
人
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

同
時
に
環
境
問
題
に
も
思
い
を
致
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
各
市
町
村
ご
と
に
見

学
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
市
で
は
、

高
円
宮
殿
下
と
20
か
国
の
大
使
館
関
係
者

が
博
物
館
を
見
学
し
、
国
宝
な
ど
展
示
物

を
賞
賛
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
使

館
関
係
者
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
松
代
駅
近
く
の
棚
田

で
、
天
皇
陛
下
が
御
下
賜
さ
れ
た
種
籾
か

ら
育
て
ら
れ
た
苗
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
円
宮
殿
下
か
ら
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
い
た
松
代
町
立
奴
奈
川
小
学
校

児
童
は
、
元
気
よ
く
田
ん
ぼ
に
入
り
、
殿

下
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
２
種
類
の
苗
（
も

ち
米
・
う
る
ち
米
）
を
植
え
ま
し
た
。

3 平成14年5月25日号 2

５
月
11
日
G
・
12
日
A
に
十
日
町
地
域
広
域
圏
６
市
町
村
を
会
場
に

「
２
０
０
２
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
越
後
妻
有
」
の
「
田
植
え
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

豪
雪
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
日
本
一
お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
信
濃
川

な
ど
が
造
り
だ
し
た
河
岸
段
丘
地
、
そ
し
て
渋
海
川
流
域
の
棚
田
な
ど
美

し
い
環
境
を
守
り
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
稲
作
を
世
界
に
発
信
す
る
第

１
弾
で
す
。

米米フォーラムin越後妻有2002地球環境

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日

５
月
11
日
（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日

５
月
12
日
（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）

ホストファミリーと田植え

高円宮殿下が平山知事と滝沢市長といっしょにお手植え

松代町の棚田で御下賜籾の田植え

民謡のルーツ「新保広大寺節」を披露

ホストファミリーとの対面式

再会を誓って

対

面

式

開

会

式

見
学
交
流
会

御ご

下か

賜し

籾も
み

の
田
植
え

再
会
を
誓
っ
て

田

植

え

昼
食
交
流
会

昼食交流会で野点を楽しむ

大
使
館
関
係
者
は
、
９
月
21
日
g
・
22

日
a
に
行
わ
れ
る
「
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
の
再
会
を
誓
っ
て
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国高円宮殿下と66か国 の大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植えの大使館関係者が田植え



生
徒
・
児
童
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
を

記
入
）
⑧
電
話
番
号

■
応
募
上
の
注
意

・
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

※
た
だ
し
、
名
称
１
点
に
つ
き
ハ
ガ
キ

１
枚
ま
た
は
１
メ
ー
ル
と
し
ま
す

・
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

・
温
泉
名
称
は
、
必
ず
「
○
○
の
湯
」
と

い
っ
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
し
ま
す

・
入
賞
名
称
及
び
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
ま
す

・
応
募
ハ
ガ
キ
は
返
却
し
ま
せ
ん

■
募
集
期
間

平
成
14
年
５
月
27
日
b
〜
６
月
28
日
f

【
当
日
消
印
有
効
】

■
賞

・
最
優
秀
賞
　
　
賞
状
、
賞
金
１
万
円

（
施
設
・
温
泉
部
門
各
１
点
）

・
優
秀
賞
　
　
　
賞
状
、
記
念
品

（
各
部
門
２
点
）

■
選
考

選
考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
入
賞
作

品
を
決
定
し
ま
す

■
発
表

市
報
に
掲
載
し
ま
す
（
受
賞
者
に
は
直

接
通
知
し
ま
す
）

■
応
募
・
問
合
せ
先

十
日
町
市
企
画
人
事
課
　
十
日
町
ス
テ

ー
ジ
準
備
室
（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
５

９
７
）
〒
９
４
８
│
０
０
０
３
　
本
町
６

丁
目
ク
ロ
ス
10

４
階

E
-m
a
il：
sta
g
e

@
city
.to
k
a
m
a
ch
i.n
iig
a
ta
.jp

5 平成14年5月25日号 4

名所となる条件の１つとして、自然に恵まれていること

が考えられます。自然の恵みを期待できないクロス10周

辺においては、施設全体に空間的魅力を持たせるため、建

築自体が自然を包含したものとして存在する建築的特性を

持たせるほかないと考えました。ここでは自然の１つとし

て「池」を選択しましたが、囲い込みプランとした場合に

純粋幾何学形態である「正方形」はほかの形態より圧倒的

に美しく、雑然とした町並みの中でこの施設が景観を調整

する役割を果たすものと考えられます。

また、「四角」「水平」「垂直」というデザイン要素は

「和」の要素であり、茶室の簡潔さ、格子の直線的デザイ

ンをイメージしていただくとよいでしょう。

次に屋根を含む外壁の質感は、コンクリート打放し仕上

げとガラスを多用することで「静かなたたずまい」を呈し

ます。これにより外界と切り離した別世界を実現します。

さらに回廊２階通路部分のデザイン方針として、従来の

格子などが細かなストライプに対し、思い切って４ｍのス

トライプを用いるなど「和」を大胆に表現することにより、

見たことや体験したことのない「和」のデザインに仕上げ

ます。

十日町ステージ「越後妻有交流館（仮称）」
デザインに対する考え方

十日町ステージ「越後妻有交流館（仮称）」
デザインに対する考え方

平
成
15
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
十
日

町
ス
テ
ー
ジ「
越
後
妻
有
交
流
館（
仮
称
）」

の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
ク
ロ
ス
10
に
隣
接
し
、
旧
シ
ル

ク
連
合
会
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
こ
の
施

設
を
、
地
場
産
業
で
あ
る
き
も
の
産
業
振

興
と
観
光
客
誘
客
、
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

そ
し
て
、
温
泉
に
よ
る
地
域
住
民
の
健

康
増
進
と
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

回
廊
棟
（
72
ｍ
×
72
ｍ
）

◎
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
、
中
央
に

42
ｍ
四
方
の
池
を
配
置

・
１
階
　
「
楽
市
楽
座
」
の
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
、
憩
い
の
場
と
し
て
の

公
園
的
機
能

・
２
階
　
「
き
も
の
歴
史
館
」「
織
工
房
」

「
和
装
工
芸
館
」
な
ど
の
き
も

の
産
業
振
興
施
設

温
泉
棟
（
72
ｍ
×
26
ｍ
）

◎
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

・
多
種
多
様
な
浴
槽
が
あ
る
２
つ
の
浴
室

を
設
置
（
男
女
入
替
）

①
大
浴
槽
・
気
泡
湯
・
企
画
風
呂
・
か

ぶ
り
湯
・
冷
水
風
呂
・
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
サ
ウ
ナ
（
乾
式
）

②
大
浴
槽
・
寝
湯
・
ジ
ャ
グ
ジ
ー
風

呂
・
企
画
風
呂
・
か
ぶ
り
湯
・
ス
チ

ー
ム
サ
ウ
ナ
（
湿
式
）

・
約
80
畳
の
無
料
休
憩
室

・
仮
眠
室

・
ロ
ビ
ー

・
交
流
ル
ー
ム
（
ラ
ウ
ン
ジ
）

・
最
大
収
容
３
６
０
人

■
応
募
資
格

住
所
、
年
齢
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
は
問

い
ま
せ
ん

■
応
募
方
法

次
の
点
を
明
記
し
て
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

①
名
称
案
（
ふ
り
が
な
）
※
字
体
や
色

彩
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
提
案
も
受
け
付
け
ま

す
②
名
称
の
理
由
③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
職
業
（
学
生
・

施
設
の
概
要

募

集

要

項

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
、
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
新
た
な
顔
と
し
て
、

多
く
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
の
名
称
に
つ
い
て
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

名
称
を
募
集
し
ま
す

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）」
と
「
温
泉
」
の

第２回大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2003プレイベント

～天空散華・妻有に乱舞するチューリップ～中川幸夫「花
はな

狂
ぐるい

」
妻有の大地にふりそそぐ花びら
第２回大地の芸術祭～越後妻有アートトリエンナーレ2003～の

プレイベント『中川幸夫「花狂」』が５月18日g、妻有大橋付近の

河川敷で行われました。小雨混じりのあいにくの天候の中、上空

のヘリコプターから花びらが放たれると、集まった約5,000人の観

客からは一斉に歓声が上がりました。

また当日は、95歳の現役舞踏家・大野一雄さんが乱舞する花び

らの下で舞い踊り、花と踊りの見事なコラボレーションを披露し

ました。

16万本の花びらほぐし
イベント前日の17日fには、圏域内のボランティア約50人と、

こへび隊約100人が参加して、中里村で花びらをほぐす作業が行わ

れました。

作業は、終始にぎやかに楽しく

進められ、参加者は舞い落ちる花

びらを思い浮かべながら、熱心に

ほぐしていました。



◆
上
水
道

昭
和
32
年
に
市
街
地
の
一
部
に
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
社
会
経
済
の
発

展
、
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
る
需
要

の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
３
回
の
拡
張

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
十
日
町
・

中
条
・
川
治
の
平
場
地
区
に
給
水
を
し
て

い
ま
す
。

水
源
は
、
す
べ
て
十
日
町
橋
付
近
に
設

置
し
た
井
戸
（
浅
井
戸
４
本
、
深
井
戸
９

本
）で
す
。く
み
上
げ
た
井
戸
水
を
浄
配
水

場
の
設
備
で
鉄
分
や
マ
ン
ガ
ン
を
取
り
除

き
、更
に
滅
菌
し
た
後
、高
台
に
あ
る
３
つ

の
配
水
池
（
学
校
町
、
川
治
、
五
軒
新
田
）

に
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
貯
え
て
お
き
ま
す
。

配
水
池
か
ら
は
自
然
流
下
に
よ
り
各
世

帯
・
事
業
所
な
ど
に
給
水
を
し
て
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
・
小
規
模
水
道

上
水
道
給
水
区
域
外
に
お
い
て
は
、
簡

易
水
道
22
施
設
と
小
規
模
水
道
２
施
設
が

整
備
さ
れ
、
い
つ
で
も
必
要
な
量
の
水
が

使
用
で
き
ま
す
。

◆
水
道
施
設
の
整
備

配
水
管
網
整
備
や
老
朽
管
の
更
新
を
図

る
た
め
、
道
路
改
良
事
業
や
下
水
道
管
渠

布
設
事
業
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
配
水
管
の

布
設
及
び
布
設
替
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、水
源
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、

取
水
能
力
が
低
下
し
た
水
源
や
老
朽
化
が

進
ん
だ
ポ
ン
プ
施
設
、
浄
水
施
設
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

◆
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

現
在
、
市
内
の
山
間
地
に
水
道
未
普
及

地
域
が
13
集
落
あ
り
、
自
家
用
井
戸
な
ど

に
頼
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
水
道

未
普
及
地
域
の
一
部
で
あ
る
塩
ノ
又
、
鍬

柄
沢
に
水
道
を
供
給
す
る
た
め
水
源
井
掘

削
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
な
ど
を
計
画
的
に
整
備
し
、

未
普
及
地
域
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
水
道
事
業
の
独
立
採
算
制

上
水
道
は
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
水
道
事
業
の
経

費
は
、
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う
収
入

（
99
％
が
料
金
収
入
）
で
ま
か
な
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
独
立
採
算
制
を
堅
持
し

て
い
く
た
め
に
、
私
企
業
の
経
営
に
準
じ

て
、
水
道
の
給
水
原
価
を
使
用
者
に
求
め

る
、
い
わ
ゆ
る
受
益
者
負
担
を
原
則
と
し

ま
す
。

採
水
地
‥
中
条
梅
沢

採
水
日
‥
平
成
14
年
３
月
５
日

水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
上
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ

て
の
項
目
で
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
安
全

な
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

■
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る

項
目水

道
水
と
し
て
使
用
す
る
に
障
害
が
生

ず
る
恐
れ
の
な
い
水
準
と
し
て
設
定
さ
れ

た
項
目
で
す
。

■
健
康
に
関
す
る
項
目

生
涯
に
わ
た
り
、
連
続
的
な
摂
取
を
し

て
も
、
人
の
健
康
に
影
響
が
生
じ
な
い
水

準
を
も
と
に
、
安
全
性
を
十
分
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
た
項
目
で
す
。
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水
道
の
現
状

施
策
の
方
向

経
営
の
健
全
化

水
質
検
査
結
果

漏水に注意

メーターの検針は２カ月に１

回です。民有地内の給水管は使

用者（所有者）の管理責任とな

ります。床下や地中の漏水は、

発見が遅れると多額の水道料金

を支払わなければなりません。

日ごろから異常がないか注意

し、メーターボックスを点検す

る習慣をつけましょう。

■問合せ　水道局事務係

157‐3111（内線241）

〜
変
わ
る
世
に
　
変
わ
ら
ぬ
信
頼
　
水
道
水
〜

第
44
回

水
道
週
間

６
月
１
日
G

〜
７
日
F

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

経
済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

第
44
回

水
道
週
間

■十日町市の水道利用状況
（平成14年3月31日現在）

■水道水が有すべき性状に関する項目（17項目）

区　　分

上 水 道

簡 易 水 道

小規模水道

自家用水のみ

人 口

給水人口（人）

2 7 , 3 7 6

1 5 , 7 0 8

6 3

5 7 2

4 3 , 7 1 9

割合（％）

6 2 . 6 2

3 5 . 9 3

0 . 1 4

1 . 3 1

1 0 0 . 0 0

市民の皆さんから広く意見をお聞きし、より良

い計画を策定するため、公募により委員を募集し

ます。

◆募集人数 ３人以内

◆任　　期 平成14年度中（策定終了まで）

◆応募資格 ①市内に住所を有する６月10日現

在満20歳以上の人

②市で設置するほかの審議会などの

委員でない人

③今後３回程度開催する会議に出席

できる人

◆応募方法 小論文「わたしの考えるまちづくり」

（800文字程度）を提出

※住所・氏名・年齢・職業を記載

◆募集締切 ６月10日b

※郵送可、当日消印有効

◆審　　査 委員選考審査会で選考

◆結　　果 全員に通知

◆応募・問合せ先

〒948‐8501 千歳町３-３　十日町市役所

企画人事課企画係　157‐3111（内線215）

新十日町市長期発展計画
後期計画審議会委員募集

欠員が生じているため、公募により委員を募

集します。

◆募集人数 １人

◆任　　期 平成15年11月19日まで

◆応募資格 ①市内に住所を有する６月10日現

在満20歳以上の人

②市で設置するほかの審議会など

の委員でない人

③今後５回程度開催する会議に出

席できる人

◆応募方法 小論文「わたしの考える行財政改革」

（800文字程度）を提出

※住所・氏名・年齢・職業を記載

◆募集締切 ６月10日b

※郵送可、当日消印有効

◆審　　査 委員選考審査会で選考

◆結　　果 全員に通知

◆応募・問合せ先

〒948‐8501 千歳町３－３

十日町市役所　企画人事課新行政推進係

157‐3111（内線217）

行政改革推進委員募集

分
類
等

検　査　項　目 水質検査成績 国の示す水質基準値

色

味
　
　
覚

発泡

に
お
い

基
礎
的
性
状

亜 鉛

鉄

銅

マ ン ガ ン

ナ ト リ ウ ム

塩 素 イ オ ン

硬度(カルシウム・マグネシウム等)

蒸 発 残 留 物

有機物等(過マンガン酸カリウム消費量)

陰イオン界面活性剤

1,1,1-トリクロロエタン

フ ェ ノ ー ル 類

Ｐ Ｈ 値

味

臭 気

色 度

濁 度

0.01mg/r未満

0.03mg/r未満

0.01mg/r未満

0.005mg/r未満

11mg/r

8.9mg/r

55mg/r

82mg/r

0.5mg/r

0.02mg/r未満

0.001mg/r未満

0.005mg/r未満

7.2

異常なし

異常なし

1度未満

0.1度未満

1.0mg/r以下

0.3mg/r以下

1.0mg/r以下

0.05mg/r以下

200mg/r以下

200mg/r以下

300mg/r以下

500mg/r以下

10mg/r以下

0.2mg/r以下

0.3mg/r以下

フェノールとして0.005mg/r以下

5.8以上8.6以下　

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

■健康に関する項目（29項目）
分
類
等

検　査　項　目 水質検査成績 国の示す水質基準値

病
原
生
物

無
機
物
質
・
重
金
属

一
般
有
機
化
学
物
質

消
毒
副
生
成
物

農
　
　
薬

一 般 細 菌

大 腸 菌 群

カ ド ミ ウ ム

水 銀

セ レ ン

鉛

ヒ 素

六 価 ク ロ ム

シ ア ン

硝酸性及び亜硝酸性窒素

フ ッ 素

四 塩 化 炭 素

1 , 2 - ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

ジ ク ロ ロ メ タ ン

シス-1,2-ジクロロエチレン

テトラクロロエチレン

1,1,2-トリクロロエタン

トリクロロエチレン

ベ ン ゼ ン

ク ロ ロ ホ ル ム

ジブロモクロロメタン

ブロモジクロロメタン

ブ ロ モ ホ ル ム

総 ト リ ハ ロ メ タ ン

1,3-ジクロロプロペン

シ マ ジ ン

チ ウ ラ ム

チ オ ベ ン カ ル ブ

0

検出しない

0.001mg/r未満

0.00005mg/r未満

0.001mg/r未満

0.002mg/r

0.001mg/r未満

0.005mg/r未満

0.001mg/r未満

0.3mg/r

0.08mg/r未満

0.0002mg/r未満

0.0004mg/r未満

0.002mg/r未満

0.002mg/r未満

0.004mg/r未満

0.001mg/r未満

0.0006mg/r未満

0.001mg/r未満

0.001mg/r未満

0.005mg/r

0.002mg/r

0.004mg/r

0.001mg/r未満

0.011mg/r

0.0002mg/r未満

0.0003mg/r未満

0.0006mg/r未満

0.002mg/r未満

1mr中100以下

検出されないこと

0.01mg/r以下

0.0005mg/r以下

0.01mg/r以下

0.05mg/r以下

0.01mg/r以下

0.05mg/r以下

0.01mg/r以下

10mg/r以下

0.8mg/r以下

0.002mg/r以下

0.004mg/r以下

0.02mg/r以下

0.02mg/r以下

0.04mg/r以下

0.01mg/r以下

0.006mg/r以下

0.03mg/r以下

0.01mg/r以下

0.06mg/r以下

0.1mg/r以下

0.03mg/r以下

0.09mg/r以下

0.1mg/r以下

0.002mg/r以下

0.003mg/r以下

0.006mg/r以下

0.02mg/r以下
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市
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た

資
産
（
将
来
に
向
け
た
潜
在
的
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
能
力
）
を
情
報
と
し
て

示
し
、
資
産
と
負
債
を
対
比
さ
せ
、

資
産
を
形
成
し
て
い
る
財
源
を
表
示

し
た
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸

借
対
照
表
）
で
す
。

※
例
え
ば
１
０
０
万
円
の
資
産
を
買

っ
て
そ
の
財
源
と
し
て
市
債
50
万

円
、
市
税
50
万
円
を
使
っ
た
と
す
る

と
、
資
産
が
１
０
０
万
円
増
え
、
負

債
と
正
味
資
産
が
50
万
円
ず
つ
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
13
年
３
月
末
現
在
の
資
産
総

額
は
約
４
９
６
億
円
で
す
。
こ
の
資

産
の
財
源
構
成
は
負
債
が
約
２
０
４

億
円
（
41
％
）、
正
味
資
産
が
約
２
９

２
億
円
（
59
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
味
資
産
と
は
資
産
形
成
に
充
て

ら
れ
た
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
税

金
な
ど
の
一
般
財
源
な
ど
で
す
。
内

訳
項
目
の
「
国
庫
支
出
金
」
「
県
支

出
金
」
に
よ
り
、
国
や
県
の
お
金
で

建
設
さ
れ
た
分
が
把
握
で
き
ま
す
。

資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産

が
約
４
６
１
億
円
で
、
資
産
全
体
の

約
93
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

負
債
の
部
で
は
、
市
債
（
地
方
債
）

分
が
固
定
負
債
と
流
動
負
債
（
翌
年

度
償
還
分
）
を
合
わ
せ
て
約
１
６
９

億
円
で
、
負
債
全
体
の
約
83
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
の
結
果
を
示
す
有

形
固
定
資
産
の
う
ち
、
正
味
資
産
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
比
率
を
み
る
と
、

世
代
間
の
負
担
割
合
が
分
か
り
ま
す
。

正
味
資
産
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
代

が
す
で
に
負
担
し
た
額
を
表
す
た
め
、

一
般
的
に
は
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど

将
来
世
代
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

十
日
町
市
は
約
63
％
で
す
。
（
正

味
資
産
合
計
÷
有
形
固
定
資
産
合
計

×
１
０
０
）

■
問
合
せ
＝
総
務
課
財
政
係
（
内
線

２
２
５
）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

市の決算に企業会計的な要素を取り入れ、経済性や効率性の視点から

十日町市の財政状況をみてみます。

12
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と

市のバランスシートをお知らせします市のバランスシートをお知らせします次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
（
申
請
）
が

必
要
で
す
。

国
保
係
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

変
更
の
あ
っ
た
月
内
で
変
更
日
後
に
医
療

機
関
で
受
診
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
月

の
う
ち
に
変
更
後
の
保
険
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期

限
が
切
れ
た
保
険
証
で
受
診
す
る
と
、
保

険
給
付
が
正
し
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

変
更
後
の
医
療
保
険
証

65
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
に
該
当
す

る
人
と
、
下
肢
障
害
で
４
級
の
１
号
、
３

号
、
４
号
に
該
当
す
る
人
、
お
よ
び
音
声

機
能
、言
語
機
能
の
４
級
に
該
当
す
る
人
。

②
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、身
体
障
害
・
精
神
障

害
を
問
わ
ず
１
級
と
２
級
に
該
当
す
る
人
。

③
障
害
年
金
は
受
給
し
て
い
な
い
が
、
精

神
障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
と
同

程
度
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
人
（
初
老
期

痴
呆
も
含
む
）
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
に
該
当
す

る
人
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
に
該
当
す
る
人
＝
身
体
障
害
者
手
帳
、

医
療
保
険
証

②
に
該
当
す
る
人
＝
障
害
年
金
の
受
給
が

確
認
で
き
る
年
金
証
書
、
医
療
保
険
証
、

精
神
障
害
者
手
帳

③
に
該
当
す
る
人
＝
医
師
の
診
断
書
（
指

定
の
用
紙
が
国
保
係
に
あ
り
ま
す
）
、
医

療
保
険
証

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
の
う
ち
に
医
療
機

関
ご
と
に
、診
療
費
を
３
０
、０
０
０
円
以

上
支
払
っ
た
人
が
２
人
以
上
い
る
と
き
な

ど
は
、
合
算
し
て
３
７
、２
０
０
円
を
超

え
た
分
は
国
保
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
ら

れ
ま
す
。（住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
は
、

２
１
、
０
０
０
円
以
上
の
支
払
い
分
を
合

算
し
て
２
４
、
６
０
０
円
を
超
え
た
分
）

申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
機
関
の
領
収
書
、
医
療
保
険
証
、

口
座
番
号
の
控

■
届
出
（
申
請
）
先
・
問
合
せ
＝
介
護
保

険
課
国
保
係
（
内
線
１
５
５
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
入
院
す
る

と
食
事
代
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
老
人
保
健
の
人
が
入
院
し
た

場
合
、
同
じ
医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払

う
一
部
負
担
金
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
入
院
す
る
病
院
に
「
減
額

認
定
証
」
（
老
人
保
健
の
場
合
「
一
部
負

担
金
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
」
）
の

提
示
が
必
要
な
た
め
、
該
当
す
る
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
減
額
認

定
証
を
お
持
ち
の
人
も
、
有
効
期
限
が
５

月
31
日
f
ま
で
で
す
の
で
、
引
き
続
き
必

要
な
人
は
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
＝
６
月
14
日
f
〜

■
持
参
す
る
も
の

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
証

【
老
人
保
健
】
保
険
証
、
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証

【
更
新
者
】
前
記
の
ほ
か
に
現
在
お
持
ち

の
減
額
認
定
証

■
申
請
先
・
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保

係
（
内
線
１
５
６
）

介
護
保
険
施
設
の
食
費
も
減
額
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
現
在

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
更
新
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
＝
印
鑑
・
お
持
ち
の
減

額
認
定
証
　

■
申
請
先
・
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
介
護

保
険
係
（
内
線
１
６
２
）

加
入
医
療
保
険
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き

高
額
医
療
費
の
支
給

70
歳
に
な
る
前
に

老
人
保
健
に
該
当
す
る
人

老
人
保
健
に
関
す
る

各
申
請
に
つ
い
て

入
院
時
食
事
代
の

減
額
認
定

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

37,200円

24,600円

15,000円

市 民 税

非課税世帯

市民税非課税世帯で
老齢福祉年金受給者

780円

入院90日まで
650円

入院91日以降
500円

300円

食事負担額

一　　　　般

負担額／日
区　　　分

〈
国
保
・
老
人
〉

〈
介
　
護
〉

老人入院時一部負担金

負担額／月（上限）

319,784千円
3,865,390千円
962,477千円

※債務負担行為に関する情報　① 物件の購入等に係るもの
② 債務保証又は損失補償に係るもの
③ 利子補給等に係るもの

平成 12年度　バランスシート
（平成13年３月31日現在） （単位：千円）

借　　　　　方
［資産の部］
１．有形固定資産
a総　務　費
s民　生　費
d衛　生　費
f労　働　費
g農林水産業費
h商　工　費
j土　木　費
k消　防　費
l教　育　費
¡0そ　の　他

計
（うち土地

有形固定資産合計

２．投　資　等
a投資及び出資金
s貸　付　金
d基　　　金
①特定目的基金
②土地開発基金
③定額運用基金
基　金　計

f退職手当組合積立金
投 資 等 合 計

３．流 動 資 産
a現金 ・ 預金
①財政調整基金
②減債基金
③歳計現金
現金・預金計

s未　収　金
①地　方　税
②そ　の　他
未 収 金 計

流 動 資 産 合 計

資　産　合　計

488,610
405,000
70,000

276,529
124,548
416,400

171,486
598,740

3,789,564
833,066
75,191
66,470

3,594,219
127,663

22,632,053
27,006

14,991,938
8,622

46,145,792
10,245,407）

700,417
249,542

963,610
0

817,477

770,226

46,145,792

1,913,569

1,587,703

49,647,064

［負債の部］
１．固定負債
a地方債

s債務負担行為
①物件の購入等
②債務保証又は損失補償
債務負担行為計

d退職給与引当金

fそ　の　他

固定負債合計

２．流動負債
a翌年度償還予定額

s翌年度繰上充用金

流動負債合計

負　債　合　計

［正味資産の部］
１．国庫支出金

２．都道府県支出金

３．一般財源等

正味資産合計

負債・正味資産合計

174,751
0

15,495,351

174,751

3,263,244

0

1,440,726

0

7,800,968

3,916,661

17,555,363

18,933,346

1,440,726

20,374,072

29,272,992

49,647,064

貸　　　　　方
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キャンプ期間：５月20日B～６月２日A

ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
が
や
っ
て
き
た

ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
の
勝
利
を
祈

っ
て
製
作
さ
れ
た
紅
白
の
千
羽
鶴
が
22
日

d
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
選
手
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

千
羽
鶴
を
手
渡
し
た
の
は
、
馬
場
小
学

校
の
代
表
児
童
２
人
と
馬
場
小
学
校
珠
田

分
校
の
全
校
児
童
９
人
で
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
を
象
徴
す
る
赤
と
白
の
市

松
模
様
（
シ
ャ
ホ
ブ
ニ
ツ
ァ
）
に
束
ね
ら

れ
た
千
羽
鶴
は
、
市
内
の
小
学
校
17
校
・

約
２
、
２
０
０
人
が
制
作
に
励
ん
だ
も
の

で
、
折
り
鶴
の
総
数
は
７
、
０
０
０
個
以

上
に
な
り
ま
し
た
。

５
月
９
日
e
に
、
７
つ
の
市
立
保
育
所

で
ク
ロ
ア
チ
ア
料
理
が
給
食
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
３
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
食
を

通
じ
て
異
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ソ
テ
ー
し
た
ハ
ム
に
カ

ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
、
包
み
揚
げ
に

し
た
「
イ
ス
ト
リ
ア
の
カ
ネ
ロ
ニ
風
」
と

サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
「
ザ
ゴ
リ
ェ

地
方
の
ポ
テ
ト
ス
ー
プ
」、ク
ロ
ア
チ
ア
産

の
ま
ぐ
ろ
を
使
っ
た
ツ
ナ
サ
ラ
ダ
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
地
に
近
い
水
沢
保
育
所
で

は
、
約
60
人
の
園
児
た
ち
が
「
お
い
し
い
」

を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

同
様
の
取
り
組
み
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の

キ
ャ
ン
プ
期
間
に
合
わ
せ
て
市
内
の
小
中

学
校
で
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

クロアチア代表チームを温かく迎えるための歓迎準

備が着々と整っています。

チームの宿泊先となるホテルベルナティオ別館に

は、５月13日bに十日町織物工業協同組合青年部

（蕪木良一部会長）が制作した巨大国旗がロビーに掲

げられました。

また、館内には「クロアチア仕様」としてチームか

ら要望のあった、ダーツやチェス、ビリヤード台、テ

レビゲームなどが設置され選手たちがくつろぐ環境も

整いました。

代
表
チ
ー
ム
へ
千
羽
鶴

ク
ロ
ア
チ
ア
っ
て
お
い
し
い
ね

ホテルもクロアチア色

市内のサッカーチームに所属する子どもたち６人が、

新潟スタジアム「ビッグスワン」で行われるカーテンレ

ザーマッチ（前座試合）に出場することになりました。

試合は６月３日b、日本でのワールドカップ初戦と

なるクロアチア対メキシコ戦に先駆けて行われます。

■出場選手（敬称略）

池田哲平（十日町小４年）、鈴木智（川治小３年）、

高橋健二（十日町小４年）、中村将大（十日町小４年）、

宮内翔（中条小３年）、渡辺真央（川治小３年）

子どもたちがカーテンレザーマッチに出場

と
う
と
う
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
来
市
し
た
の
は
、
ミ

ル
コ
・
ヨ
ジ
ッ
チ
監
督
や
選
手
な
ど
38
人

で
す
。
一
行
は
20
日
b
午
後
７
時
30
分
、

キ
ャ
ン
プ
地
の
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
」
に
到
着
し
ま
し
た
。
選
手

た
ち
が
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
、
ク
ロ
ア
チ

ア
代
表
を
一
目
見
よ
う
と
市
内
外
か
ら
駆

け
つ
け
た
約
５
０
０
人
の
観
衆
か
ら
は
、

一
斉
に
大
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
本
館
正
面
玄
関

前
で
行
わ
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
象
徴
で
あ
る
赤
と
白
の
市

松
模
様
の
き
も
の
を
着
た
女
性
か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
１
８
５
発
の
打

ち
上
げ
花
火
で
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
を

歓
迎
し
ま
し
た
。

到
着
翌
日
の
21
日
c
に
は
練
習
が

一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
10
時

か
ら
行
わ
れ
た
公
開
練
習
で
は
、
小

雨
混
じ
り
の
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

市
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
訪
れ
、
あ

こ
が
れ
の
代
表
選
手
た
ち
を
間
近
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
上
で
は
、
前
回
フ
ラ

ン
ス
大
会
得
点
王
の
シ
ュ
ケ
ル
選
手

な
ど
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
い
、
軽
く
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
長
旅
の
疲
れ

も
見
せ
ず
、
芝
の
感
触
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

練
習
後
、
ヨ
ジ
ッ
チ
監
督
は
、
「
ピ
ッ

チ
を
見
て
感
動
し
た
。
世
界
レ
ベ
ル
の
環

境
に
あ
る
」
と
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ

緑
の
オ
ア
シ
ス
へ

公
開
練
習
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駅
通
り
に
は
、
市
内
27
の
保
育
所

や
幼
稚
園
の
園
児
が
か
い
た
、
ク
ロ

ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
応
援
短
冊
１
、

３
５
５
枚
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ず
ら
り
と
並
ん
だ
短
冊
に
は
、
ク

ロ
ア
チ
ア
国
旗
や
ク
ロ
ア
チ
ア
を
象

徴
す
る
赤
と
白
の
市
松
模
様
（
シ
ャ

ホ
ブ
ニ
ツ
ァ
）
の
ぬ
り
絵
、
代
表
チ

ー
ム
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

の
せ
た
短
冊
は
、
５
月
の
風
に
ゆ
れ

て
い
ま
す
。

12

人命救助に感謝状

５月20日b、初期消火により延焼をくい止めた功績及び

人命救助の功績で、樋口正朝さん・村山利計さん・村山一昭

さん（いずれも大石）の３人に消防長から感謝状が贈呈され

ました。４月20日g早朝に大石で発生した住宅火災で、一

人暮らしの女性を救助し、初期消火作業に努めたものです。

十日町地域広域管内では今年、16件の火災が発生し、５

人の死者で出ています。火災には十分気をつけましょう。

十日町あそびの空間

「十日町あそびの空間」（主催：6県レクリエーション協

会）が５月19日a、十日町市公民館などを会場に開催され

ました。県内初のこの催しには、小さな子どもからお年寄り

まで約２６０人が参加し、スポーツチャンバラやたこ作り、

ゲームなどを楽しみました。なかでも竹筒を使ったバームク

ーヘン作りやそば打ち体験が、定員を超える人気ぶりでした。

和
の
体
感
都
市
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
「
ス
キ
マ
格
子
」
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
十
日
町
商
工
会
議
所
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
委
員
会
（
阿
部
武
市
委
員
長
）
が
、

き
も
の
ま
つ
り
当
日
の
５
月
３
日
、
本

町
３
丁
目
で
試
作
品
の
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
中
心
商
店
街
の
建
物
と
建
物
の

間
の
ス
キ
マ
に
堅
格
子
を
取
り
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
街
並
み
に
「
和
」
の
雰

囲
気
を
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
高

さ
約
２
ｍ
、
幅
約
１
ｍ
の
粋
な
堅
格
子

戸
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

き
も
の
が
似
合
う
街
並
み
へ

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

歓迎ムード一色歓迎ムード一色

ク
ロ
ア
チ
ア
応
援
短
冊

案 内 所

期間中、市内にはクロアチ

アキャンプ推進本部（８:30

～21:00、157-6555）とほく

ほく線十日町駅コンコース内

（８:30～17:30）の２か所に

案内所が開設されています。

どうぞご利用ください。
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８
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
家
は
商
店
を
営
み
、
食
料
や
雑
貨
な

ど
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の
は
何
で
も
置

く
、
今
で
い
う
百
貨
店
の
小
型
版
で
地
区

に
は
何
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
家
の
裏
の
鎮
守
様

の
境
内
で
木
登
り
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ

こ
、
陣
取
り
な
ど
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

旧
制
十
日
町
中
学
校
で
庭
球
を
始
め
ま

し
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。
卒
業

後
、
税
務
署
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
１
年

後
に
銀
行
勤
務
の
父
親
が
他
界
し
ま
し
た
。

父
親
と
同
じ
仕
事
が
し
た
く
て
、
父
の
勤

め
て
い
た
六
十
九
銀
行
（
現
在
の
北
越
銀

行
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

昭
和
15
年
に
徴
兵
検
査
を
受
け
、
現
役

入
隊
し
ま
し
た
。
北
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
、

国
境
警
備
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た

が
半
年
ほ
ど
で
肺
の
病
気
を
わ
ず
ら
い
、

陸
軍
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
半
年
間
の

入
院
生
活
の
後
、
自
宅
に
帰
り
療
養
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

18
年
に
銀
行
に
復
職
し
ま
し
た
。
通
算

40
年
の
銀
行
員
生
活
で
は
、
本
店
や
十
日

町
、津
南
な
ど
何
か
所
も
転
勤
し
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
老
人
会
に
入
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
全
盛
で
、
早
朝
や
炎
天

下
で
の
練
習
も
苦
に
な
ら
ず
、
20
年
ほ
ど

続
け
ま
し
た
。

25
歳
か
ら
謡
曲
を
始
め
、
公
民
館
で
講

師
を
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
親
戚
の
結
婚

式
で
は
、
い
つ
も
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

今
は
ひ
ざ
の
具
合
を
悪
く
し
て
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
週
１
回
「
や
ま
び
こ
」
に
通

っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
持
参
し
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
唱
歌
や
童
謡
を
伴

奏
し
、
利
用
者
や
職
員
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
天
気
の
い
い
日
は
電
動
車
で

買
い
物
や
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

〈
大
潟
ま
つ
り
「
か
っ
ぱ
伝
説
」〉
▼
６
月
１

日
g
・
２
日
a
▼
ふ
れ
あ
い
広
場
ほ
か
▼
犀

潟
駅
か
ら
鵜
の
浜
温
泉
行
き
バ
ス
７
分
▼

山
車
・
竿
灯
み
こ
し
巡
行
・
大
民
謡
流
し
を

は
じ
め
、
か
っ
ぱ
に
ち
な
ん
だ
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
初
夏
の
大
潟
町
を
彩
り
ま
す
▼
大
潟
祭

か
っ
ぱ
伝
説
実
行
委
員
会
（
０
２
５
５
‐

34
‐
６
８
０
１
）

〈
ブ
ナ
の
二
六
公
園
千
年
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
０
２
〉
▼
６
月
２
日
a
▼
川
西
町
二
六

公
園
内
▼
十
日
町
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
10
分
▼

お
よ
そ
５
©
か
ら
な
る
ブ
ナ
の
原
生
林
の
中

で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
ブ
ナ
の
森
の
清

涼
感
と
一
流
音
楽
を
一
度
に
体
感
で
き
る
、

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
最
高
の
「
森
林

浴
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
▼
川
西
町
開
発
課
内

千
年
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
０
２

５
７
‐
68
‐
３
１
１
１
）

〈
第
10
回
湯
沢
高
原
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
〉
▼
６
月
16
日
a
〜
９
月
30
日
b

（
必
着
）
▼
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
▼
越
後

湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
ア
ル
プ
の
里
で
撮

影
し
た
写
真
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
。
賞
金
総
額
１
２
０
万
円
▼
湯
沢
温
泉

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
（
０
２
５
７
‐
84
‐

３
３
２
６
）

〈
環
境
フ
ェ
ア
〉
▼
６
月
29
日
g
▼
上
越
市

民
プ
ラ
ザ
▼
直
江
津
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
15
分

▼
地
球
環
境
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
な

ど
、
環
境
問
題
全
般
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
▼
上
越
市
地
球
環
境
課
環

境
保
全
係
（
０
２
５
５
‐
26
‐
５
１
１
１
）

６月のイベント情報 122

146

水落奈美ちゃん

（５歳）

去年の夏、家族みんなでカブトムシをつ

かまえたんだ。大好きなカブトムシが家の

近くの森にいっぱいいたよ。今年もつかま

えたいな。

去年の秋、保育所のすべり台で遊びまし

た。トンボがいっぱい飛んでいる中でお母

さんといっしょにすべりました。すべり台

が１番好きです。

山田靖幸ちゃん

（５歳）

No.205

南
中
学
校
　
３
年
１
組

３
の
１
「
さ
ー
イ
コ
ー
Z
」

〜
南
中
最
高
の
ク
ラ
ス
を
め
ざ
し
て
〜

男
子
16
人
・
女
子
16
人
、
計
32
人
の
３
の
１
は
、

み
ん
な
仲
が
良
く
、
ノ
リ
が
良
く
、
活
気
が
あ
り
、

明
る
く
楽
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。

担
任
の
金
田
先
生
は
、
少
し
忘
れ
っ
ぽ
い
と
こ
ろ

が
あ
る
け
ど
、
し
っ
か
り
教
え
て
く
れ
ま
す
。
全
校

生
徒
か
ら
人
気
が
あ
り
、
お
も
し
ろ
く
て
良
い
先
生

で
す
。

南
中
の
教
育
目
標
『
知
性
・
活
力
』
に
ピ
ッ
タ
リ

当
て
は
ま
る
最
高
の
ク
ラ
ス
で
す
。

2

東
下
組
保
育
所

長津三郎さん（川治下町３）83歳

左から宮内緑さん、金田良哉先生、
南雲駿さん

３まさん

のような

１番明るく楽しいクラス

金はないけど

田んぼはあるよ

◆
学
級
委
員
　
南
雲
駿
さ
ん
・
宮
内
緑
さ
ん

ク
ラ
ス
の
団
結
は
固
く
、
や
る
と
き
は
や
り
ま
す
。
今
年

の
体
育
祭
で
は
、
総
合
優

勝
を
狙
い
ま
す
。

◆
金
田
良
哉や

先
生

元
気
い
っ
ぱ
い
は
良
い

け
ど
、
あ
り
す
ぎ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し

お
し
と
や
か
に
落
ち
着
い

て
ほ
し
い
で
す
。
で
も
、

ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
い
た

い
ク
ラ
ス
で
す
ね
。

学
級
目
標

旧制中学時代の庭球部
（前列右が私）
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

「
き
も
の
歴
史
館
」
か
ら
移
管
さ

れ
た
貴
重
な
資
料
を
公
開
し
ま
す
。

産
地
と
し
て
の
十
日
町
の
原
点
や
文

化
の
伝
承
、
時
代
と
流
行
の
変
遷
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
６

月
15
日
g
〜
30
日
a
（
月
曜
日
は
休

館
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
■
会

場
＝
博
物
館
■
入
場
料
＝
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）
■
問
合
せ
＝
博

物
館
（
1
57
│
５
５
３
１
）

■
講
師
＝
川
本
敦
久
氏
（
金
沢
美
術

工
芸
大
学
教
授
）
■
日
時
＝
６
月
15

日
g
午
後
１
時
30
分
〜
■
会
場
＝
博

物
館
■
問
合
せ
＝
博
物
館
（
1
57
│

５
５
３
１
）

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
■

日
時
＝
６
月
６
日
・
20
日
の
各
木
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■

会
場
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
２
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時

＝
６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

の
各
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
※

11
日
は
和
田
敬
子
先
生
を
お
招
き
し

ま
す
■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館
（
1
57

│
５
０
１
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
６
月

15
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報

館
■
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

十
日
町
さ
つ
き
盆
栽
会
会
員
に
よ

る
展
示
と
さ
つ
き
や
盆
栽
道
具
な
ど

の
即
売
会
で
す
。
さ
つ
き
に
つ
い
て

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
■
日
時

＝
６
月
８
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
７

時
、
９
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■
問
合
せ
＝

十
日
町
さ
つ
き
盆
栽
会
・
蕪
木
（
1

57
│
３
３
８
２
）

ク
ロ
ア
チ
ア
料
理（
イ
カ
の
ワ
イ
ン

煮
ほ
か
）を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝
６

月
14
日
f
午
前
10
時
〜
正
午
■
会
場

＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
■
定

員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
６
月
10
日
b
ま
で
に
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│
３

１
０
７
）

■
日
時
＝
６
月
23
日
a
午
後
１
時
30

分
（
開
場
‥
１
時
）
〜
■
会
場
＝
丸
栄

会
館（
本
町
７
）■
入
場
料
＝
無
料
■

問
合
せ
＝
伊
東
（
1
57
│
９
７
４
２
）

と
っ
さ
の
手
当
て
が
命
を
救
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
救

命
の
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。
■
日
時
＝
６
月
22
日
g
・
23

日
a
・
29
日
g
・
30
日
a
（
４
日
間
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
■

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
■
受
講

資
格
＝
満
15
歳
以
上
で
、
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人
■
定
員
＝
先
着
30
人

■
参
加
費
＝
３
、０
０
０
円
（
教
材
・

保
険
料
）■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

17
日
b
ま
で
に
日
本
赤
十
字
社
十
日

町
市
地
区
（
十
日
町
市
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
内
1
50
│
５
０
１
０
）

個
人
や
団
体
の
活
動
発
表
や
販
売

会
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
■
日
時
＝
６

月
８
日
g
午
後
１
時
〜
５
時
■
会
場

＝
コ
モ
通
り
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

６
月
６
日
e
ま
で
に
青
山
商
店
・
鈴

木
（
1
52
│
２
１
９
１
）

十
日
町
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、

要
望
に
応
じ
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
出

前
指
導
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
平

日
午
後
７
時
以
降
、
土
・
日
曜
日

（
相
談
に
よ
り
調
整
）
■
対
象
＝
健
康

維
持
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
り
た
い

10
人
以
上
の
団
体
■
種
目
＝
①
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、卓
球
ほ
か
）②
健
康
体
操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
③
ラ
ジ
オ
体
操
■
指
導

料
＝
相
談
の
う
え
決
定
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
開
始
２
週
間
前
ま
で
に
体

育
指
導
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
1
52
│
４
３
７
７
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
た
め
、
６
月
３
日
b
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
終
日
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）

■
期
日
＝
６
月
８
日
g
・
９
日
a
■

会
場
＝
市
営
笹
山
野
球
場
■
招
待
校

＝
桐
生
第
一
高
校
（
群
馬
県
）
■
日

程
＝
▼
８
日
‥
開
会
式
正
午
〜
、
第

一
試
合
（
対
総
合
高
）
午
後
０
時
30

分
〜
、
第
二
試
合
（
対
十
高
）
午
後

３
時
〜
▼
９
日
‥
第
一
試
合
（
対
川

西
高
）
午
前
９
時
〜
、
第
二
試
合

（
対
十
高
）
正
午
〜
■
入
場
料
＝
５
０

お
も
ち
ゃ
図
書
館

６
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
■
入
場

券
取
扱
所
＝
総
合
体
育
館
、
大
会
事

務
局
小
林
■
問
合
せ
＝
大
会
事
務
局

小
林
（
1
57
│
９
３
８
３
）

運
動
不
足
解
消
や
参
加
者
同
士
で

交
流
し
ま
せ
ん
か
。
■
日
時
＝
毎
週

水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30

分
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
参
加

費
＝
教
室
料
１
回
１
０
０
円
、
ほ
か

に
体
育
館
使
用
料
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４
３
７

７
）

■
日
時
＝
５
月
〜
11
月
の
毎
週
木
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
■

会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
■
対

象
＝
社
会
人
■
参
加
料
＝
年
間
５
０

０
円
（
初
回
に
徴
収
）
※
協
会
員
は

無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
テ
ニ

ス
協
会
・
堀
（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
55
│
２

３
８
５
）

■
日
時
＝
５
月
〜
11
月
の
毎
週
木
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
■

会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
■
定

員
＝
社
会
人
20
人
■
参
加
料
＝
年
間

３
、
０
０
０
円
（
初
回
に
徴
収
）
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
テ
ニ
ス
協
会

・
堀
（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
55
│
２
３
８
５
）

主
に
高
校
生
を
対
象
と
し
ま
す
。

ま
た
、
練
習
相
手
の
社
会
人
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月
〜
11

月
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
■
会
場
＝
サ
ン
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
■
定
員
＝
10
人
■
参
加
料

＝
年
間
５
、
０
０
０
円
（
初
回
に
徴

収
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
テ
ニ

ス
協
会
・
堀
（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
55
│
２

３
８
５
）

日
中
と
、
月
・
金
・
土
・
日
曜
日

の
夜
間
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。
■
施

設
＝
中
条
八
幡
地
内
、
全
天
候
型
夜

間
照
明
付
、
２
面
■
料
金
＝
コ
ー
ト

‥
１
面
１
時
間
１
、
０
０
０
円
（
継

続
利
用
団
体
減
免
５
０
０
円
）、
ナ
イ

タ
ー
‥
１
面
１
時
間
６
０
０
円
（
減

免
な
し
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
中

条
地
区
公
民
館
（
1
52
│
２
７
４
８
）

ち
ょ
っ
と
早
起
き
し
て
健
康
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

買
い
物
自
転
車
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
11
日
f
ま
で
の
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
、
午
前
５
時
30
分

〜
６
時
30
分
※
都
合
の
よ
い
日
、
途

中
か
ら
の
参
加
も
可
■
集
合
場
所
＝

市
役
所
前
駐
車
場
■
会
費
＝
年
間
１
、

５
０
０
円
（
保
険
料
）
■
問
合
せ
＝

十
日
町
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
マ

ル
セ
イ
サ
イ
ク
ル
（
1
57
│
４
８
６

０
）第

18
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

予
選
新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
兼
第
11
回

Ｊ
Ｃ
わ
ん
ぱ
く
相
撲
新
潟
大
会
十
日

町
場
所
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
６
月
９
日
a

午
前
９
時
30
分
〜
■
会
場
＝
総
合
体

育
館
■
問
合
せ
＝
吉
沢
（
1
57
│
９

５
２
９
）

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
市
か
ら
送
ら
れ
る
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
物
＝
児
童
手
当
現
況
届
、

印
鑑
、
年
金
加
入
証
明
（
国
民
年
金

加
入
者
は
不
要
）
■
そ
の
他
＝
当
日

都
合
の
つ
か
な
い
人
は
代
理
人
で
も

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
受
給
者
本
人

の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
日
提
出
が
で
き
な
い
人
は
6

月
28
日
f
ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
■
６

月
支
給
＝
２
〜
５
月
分
の
手
当
は
、

６
月
10
日
b
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
■
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
保
険
料
が
免
除
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、「
半
額
免

除
制
度
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
所
得
が
な
く
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
た
め
に
、

おじゃまします！
市役所業務紹介講座

市民の皆さんに広く市役所の業務内容を知っていた

だこうと、「市役所業務紹介講座」を始めます。「市役

所の仕事はどうも分かりにくい！」「市役所はどんな

仕事を進めているのだろう？」…こうした声にお答え

するため、各課の担当が直接皆さんのところへ出向い

てお話をします。お気軽に申し込みください。

■対　象 おおむね10人以上の団体・グループ

■時　間 午前９時～午後９時までのおおむね90分

■会　場 指定された会場におじゃまします

■内　容 申込みの際に、知りたい内容を具体的にお

話ください。担当課と調整します

■その他 要望・苦情を伺う場ではありませんのでご

理解ください

■申込み・問合せ 実施希望日の２週間前までに企画

人事課広報広聴係（内線213）へ

おじゃまします！
市役所業務紹介講座

赤
十
字
救
急
法

救
急
員
養
成
講
習
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
開
催
中

「
た
い
し
」
の
出
前
指
導

硬
式
テ
ニ
ス

初
心
者
基
本
講
習
会

硬
式
テ
ニ
ス
市
民
指
導
会

硬
式
テ
ニ
ス

ジ
ュ
ニ
ア
強
化
ス
ク
ー
ル

講
演
会

十
日
町
織
物
の
美
と
伝
統
性

博
物
館
夏
季
特
別
展

き
も
の
で
つ
づ
る

十
日
町
の
歩
み

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

中
之
島
流

大
正
琴
お
さ
ら
い
会

第
14
回
さ
つ
き
祭
り

第
18
回
十
日
町
市

招
待
親
善
高
校
野
球
大
会

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
臨
時
休
業
し
ま
す

お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

わ
ん
ぱ
く
相
撲

コ
モ
通
り
「
お
か
め
市
」

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制

度
の
手
続
き
は
お
早
め
に

薬
師
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
現
況
届
と

６
月
支
給
の
お
知
ら
せ

対象地区 期日 時　間 会　場

十日町・川治
六箇・吉田
新座・大井田地区

6/11
（火）

9:00～13:00
14:00～15:00

市 役 所

下 条 地 区
6/12
（水）

9:00～11:30
下条地区
公 民 館

中 条 地 区
（新座・大井田
地区を除く）

13:30～15:00
中条地区
公 民 館

水 沢 地 区
6/13
（木）

13:30～15:00
水沢地区
公 民 館

明
石
ち
ぢ
み
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６月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

14年 17（56） 19（75） 0（0） 040（192）

13年 13（63） 13（76） 0（2） 036（206）

雨の日は
交通事故に気をつけよう

「女らしさ、男らしさ」と

か「女は家庭、男は仕事」

というように、社会的・

文化的に作られた性差の

ことを「ジェンダー」と

いいます。気づかないう

ちにジェンダーによって

生き方や行動、性格を決

めつけていませんか？

男女共同参画のまちを

作るために、「その人らし

さ、自分らしさ」を大切

にしながら、ジェンダー

を解消していきましょう。

あなたの心をジェンダーチェックZ

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり
とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

2

そう思う�

そう思わない�

結婚して子ども
が生まれても、
女性は働いた方
がいい�

この調子で世の中にま
だある女であること、
男であることのこだわ
りをなくしましょう。�

「女らしさ」「男らしさ」
より「自分らしさ」を大
切にすれば、もっと豊か
な生き方ができるはず。�

女だって男だって同じ
人間。こだわりをなく
して、もっと自由に考
え直してみましょう。�

ＳＴＡＲＴ�

〈参考〉　(財)東京都女性財団作成「ジェンダーチェック」から抜粋�

やっぱり女は女ら
しく、男は男らし
い方がいいよね�

男子は浪人しても
仕方ないが、女子
はしない方がいい�

理科系は男子、文
科系は女子が向い
ている�

かわいい女子は
性格もいいね�

女性はあまりでしゃ
ばらない方がいい�

やっぱり女子の幸
せは結婚だよね�

運動部のマネージ
ャーは女子がよい�

力仕事は男性に
まかせよう�

結婚したら、
男は家族を養
うものだ�

夫婦は共働き
に賛成�

結婚したら、家
事や子育てを一
緒にしよう�

Ａ　いいかんじ� Ｂ　あと一息� Ｃ　トホホホ�

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

雨の日は視界が悪くなります。歩行者も

自転車利用者も、道路を横断するときは左

右の安全をよく確かめ、無理な横断はやめ

ましょう。

また、雨の降り始めは、道路に付着した

土や油が浮き出し、路面が滑りやすくなり

ます。運転者は十

分な車間距離を取

り、スピードを控

えて安全運転に努

めましょう。

（ ）内は1月からの累計４月の交通事故発生状況

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
・
軽

自
動
車
税
の
納
税
の
月
で
す
。
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

税
務
課
（
内
線
１
８
０
）

■
対
象
＝
①
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記
家
屋

（
法
務
局
に
登
録
し
て
い
な
い
建
物
）

で
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
で
異
動

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
■
問
合
せ
＝
税

務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
２
）

【
土
地
‥
住
宅
用
地
の
軽
減
措
置
】

〈
固
定
資
産
税
〉
①
小
規
模
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
以
下
）
課
税
標
準
額
＝
評

価
額
の
６
分
の
１
②

一
般
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
超
）
課
税
標
準
額
＝
評
価

額
の
３
分
の
１

〈
都
市
計
画
税
〉
①
小
規
模
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
以
下
）
課
税
標
準
額
＝
評

価
額
の
３
分
の
１
②

一
般
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
超
）
課
税
標
準
額
＝
評
価

額
の
３
分
の
２

【
土
地
‥
都
市
計
画
税
の
減
額
措
置
】

固
定
資
産
税
で
税
額
の
据
え
置
き

や
引
き
下
げ
と
な
る
土
地
に
つ
い
て

都
市
計
画
税
で
は
、「
本
来
の
課
税
標

準
額
で
算
出
さ
れ
た
税
額
」
と
「
据

え
置
き
ま
た
は
引
き
下
げ
後
の
課
税

標
準
額
で
算
出
さ
れ
た
税
額
」
と
を

比
較
し
て
、「
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な

る
税
額
」
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
家
屋
の
減
額
措
置
】

床
面
積
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
新
築
住
宅
に
は
次
の
措
置
を
実
施

〈
減
額
す
る
税
額
（
固
定
資
産
税
）〉

・
住
居
部
分
の
１
２
０
㎡
ま
で
に
相

当
す
る
税
額
を
２
分
の
１
に
減
額

・
１
２
０
㎡
以
下
の
場
合
は
、
課
税

さ
れ
る
税
額
の
２
分
の
１
を
減
額

〈
減
額
期
間
〉
①
一
般
住
宅
（
②
以
外
）

‥
新
築
後
３
年
間
②
三
階
以
上
の
耐

火
構
造
・
準
耐
火
構
造
住
宅
‥
新
築

後
５
年
間

■
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
１
８
０
）

■
日
時
＝
６
月
４
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
医

師
＝
須
賀
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）
ま
た

は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
話
し
合

い
、
子
ど
も
を
健
康
に
は
ぐ
く
む
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま

せ
ん
か
。
■
日
時
＝
６
月
４
日
c
午

前
９
時
30
分
（
受
付
‥
９
時
15
分
〜
）

〜
11
時
■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■

対
象
＝
生
後
５
〜
８
か
月
児
の
保
育

を
し
て
い
る
人
。
お
子
さ
ん
も
い
っ

し
ょ
に
ど
う
ぞ
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
５
月
31
日
f
ま
で
に
、
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
３
）

県
で
は
、
自
分
の
歯
で
食
べ
健
康

な
生
活
を
送
る
高
齢
者
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
条
件
＝
①
昭
和
７
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
（
満
70
歳
以
上
）

②
親
知
ら
ず
を
除
く
歯
の
本
数
が
80

歳
以
上
の
人
は
20
本
以
上
、
70
〜
79

歳
の
人
は
24
本
以
上
③
自
分
の
歯
の

う
ち
虫
歯
な
ど
で
治
療
が
終
わ
っ
て

な
い
歯
が
５
本
以
下
④
ぐ
ら
ぐ
ら
す

る
歯
が
な
い
⑥
重
い
病
気
に
か
か
っ

て
な
い
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月

３
日
b
ま
で
に
健
康
福
祉
課
保
健
予

防
係
（
内
線
１
４
２
）
へ
※
６
日
e

午
後
１
時
30
分
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、28
日
f

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
総
務
省
で
は
、
身
体
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
は
が
き
は
一
般
に
販
売

す
る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
・

知
的
障
害
者
で
希
望
す
る
人
に
無
料

で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。（
受
付
は
５

月
31
日
f
ま
で
）
■
問
合
せ
＝
十
日

町
郵
便
局
郵
便
課
（
1
52
│
２
３
０

０
）稲

苗
被
害
な
ど
を
抑
え
る
た
め
、

市
内
全
域
で
カ
ラ
ス
・
カ
モ
・
ド
バ

むし歯のないよい歯の子
４月の３歳児健診を受けた子34人

よい歯の子 住 所　　保護者

（川治上町1）

（鉢２）

（高山４）

（高田町３西）

（土市３）

（高島１）

（桜木町）

（背戸）

（魚之田川）

（西浦町東）

（本町２）

（天池）

（高田町３西）

（川治内後）

（千歳町）

（谷内丑２）

（四日町新田２）

（田川町３）

（四日町２）

浩貴
浩和
繁
敏明
勉
司

久美子
隆
武次
隆博
俊廣
澄男
健吾
寿幸
敏浩
陽一
弘幸
英晃
幸二

遠 田 佳
か

南
な

尾 身 拓
たく

海
み

岩 田 芽
め

依
い

春 日 天
あま

音
ね

上 村 七
な

菜
な

a 橋 　 新
あらた

滝 澤 瞭
りょう

汰
た

樋 熊 勇
はや

斗
と

大 津 慶
よし

浩
ひろ

蕪 木 　 稜
りょう

長谷川　京
けい

市 川 慎
しん

吾
ご

宮 園 侑
ゆ

希
き

押 木 海
かい

里
り

勝 山 　 葵
あおい

滝 沢 萌
も

咲
え

込 山 　 拓
たく

小 熊 啓
けい

太
た

小 杉 萌
も

恵
え

ご
利
用
く
だ
さ
い

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

す
く
す
く
教
室

〜
離
乳
食
と
育
児
〜

心
の
健
康
相
談

６
月
の
休
館
日

い
き
い
き
人
生

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

カ
ラ
ス
駆
除
を
行
い
ま
す

家
屋
の
取
り
壊
し
や

異
動
は
手
続
き
を

明
る
い
未
来
を
税
金
で

５
月
の
納
税

ト
の
銃
器
で
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。

■
期
間
＝
６
月
１
日
g
〜
20
日
e
■

問
合
せ
＝
農
林
課
林
政
農
災
係
（
内

線
３
３
５
）

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土

砂
災
害
は
、
一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や

貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

普
段
か
ら
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
や
が
け
な

ど
で
お
か
し
な
点
を
見
つ
け
た
ら
す

ぐ
に
建
設
課
土
木
係
（
内
線
２
５
４
）

ま
た
は
十
日
町
土
木
事
務
所（
1
57
│

５
３
９
９
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
の

お
そ
れ
の
あ
る
土
地
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

と
し
て
指
定
さ
れ
、
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
や
一
定
の
行
為
制
限
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
後
県
が
行
う
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
土
地
の
調
査
で
、
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
土
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
土
木
事
務
所（
1

57
│
５
３
９
９
）

■
期
日
＝
12
日
d
■
受
付
時
間
と
会

場
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
‥
睦
織

物
㈱
、
午
後
０
時
30
分
〜
３
時
‥
㈱

シ
ル
ク
ワ
ー
ク
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線
１
４
２
）

■
対
象
と
な
る
子
＝
接
種
日
現
在
満

３
歳
〜
７
歳
６
か
月
未
満
の
子
で
次

に
該
当
す
る
子
。
①
１
期
初
回
（
１

〜
４
週
間
隔
で
２
回
接
種
）
‥
満
３

歳
に
達
し
た
子
と
、
今
ま
で
に
初
回

免
疫
の
済
ん
で
な
い
子
②
１
期
追
加

（
１
回
接
種
）
‥
前
年
に
初
回
免
疫
の

済
ん
だ
子
③
平
成
10
年
６
月
２
日
〜

11
年
６
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は

個
別
通
知
を
し
ま
す

■
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子
＝
①
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
接
種
後
１
か
月
を
経

過
し
な
い
子
②
体
に
広
く
湿
し
ん
の

あ
る
子
。
発
熱
を
し
て
い
る
子

■
注
意
事
項
＝
①
「
予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て

く
だ
さ
い
②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視

診
、
聴
診
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
脱

ぎ
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い

■
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）
②
体
温
計
③
十
日
町
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
登
録

を
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行
し
た

「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
15
分
（
時
間
厳
守
）
■
会
場
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉

課
保
健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

地　　区
期　　　　日

西・六箇・八箇小学校区

十日町・赤倉小学校区

下条・中条・東下組小学校区

川 治 小 学 校 区

吉田・東小学校区

水沢・飛一・飛二小学校区

※一期追加は、地区該当日のどちらか都合のいい日

１回目 ２回目

６月11日c ６月18日c

６月12日d ６月19日d

６月14日f ６月21日f

７月２日c ７月９日c

７月３日d ７月10日d

７月18日e ７月25日e

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

土
地
の
調
査
に
ご
協
力
を

６月の
献血

全
血
献
血

日
本
脳
炎
予
防
接
種

ご
存
じ
で
す
か

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
軽
減
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◆
今
月
は
、
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
、
さ
ら
に
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
出
場
の

ク
ロ
ア
チ
ア
チ
ー
ム
を
当
地
に
迎
え
る
な

ど
、
十
日
町
広
域
圏
を
世
界
に
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
地
球
環
境

米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日
本
一
お
い
し

い
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
苗
を
66
か
国
の

駐
日
大
使
館
関
係
者
が
植
え
ま
し
た
。
各

国
大
使
館
関
係
者
や
そ
の
家
族
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
こ
の
地
の
自
然
と
人
情
味
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
別
れ
で
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
再

会
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
言
語
は
ち
が
っ

て
も
心
は
通
じ
合
い
ま
す
。
人
間
っ
て
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。

（
村
）

◆
Ｗ
杯
期
間
中
の
６
月
中
旬
、
中
学
生
の

郡
市
大
会
は
行
わ
れ
ま
す
。
負
け
れ
ば
最

後
と
な
る
３
年
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
集
大
成
と
も
い
え
ま
す
。
選
ば
れ
た
人

は
選
ば
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
に
、
そ
し

て
応
援
し
て
く
れ
た
人
や
見
守
っ
て
く
れ

た
家
族
の
た
め
に
も
一
生
懸
命
プ
レ
ー
し

て
く
だ
さ
い
。
試
合
に
出
ら
れ
な
い
人
も

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校

生
に
な
っ
て
伸
び
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
あ
き
ら
め
ず
に
夢
を
追
い
つ
づ
け
て

く
だ
さ
い
。「
Ｗ
杯
に
出
た
メ
ン
バ
ー
よ
り

も
、
終
わ
っ
た
後
に
強
く
な
っ
て
い
れ
ば

い
い
。
悔
し
い
と
思
え
ば
ま
た
強
く
な
れ

る
…
」
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
か
ら
漏
れ
た

中
村
俊
輔
選
手
の
言
葉
で
す
。

（
玉
）
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■編集/企画人事課広報広聴係

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

3・10・
17・24日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

11日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

20日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

21日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

28日F
中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

●高齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

●定例行政相談

14日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

６日E 小林 彰 弁護士

13日E 高橋賢一弁護士

20日E 佐藤伍一郎弁護士

27日E 大塚 勝 弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日　午後１時～４時

会　場：十日町市社会福祉協議会

休日救急医乳幼児健康診査 会場：保健センター

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

2日A 富 田 医 院 川西町 61-0200

津 南 病 院 津南町 65-3161
9日A

池 田 医 院 本町西１ 52-2581

23日A 大 熊 内 科 医 院 山本町１ 52-7066

１歳６か月児
健 診

20日
e

午後１時
～１時30分

12年12月
生まれの幼児

４か月児健診
26日
d

午後１時
～１時30分

14年2月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

6月・June 健康福祉課 157-3111

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

6日
e

午後１時
～１時30分

10年12月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

26日
d

午前９時15分
～10時

13年8月
生まれの乳児

q1歳6か月児・3歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

16日A 第 二 藤 巻 医 院 川西町 68-2018

30日A 山 口 医 院 下条中央通り 55-2003

今月はお休みです。


